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済史に重点を置いた歴史研究とは異なる有意義な作業仮
説を提示してくれることは言うまでもないが、租界にお
ける人間活動の営みというより具体的な分析をすること
が課題としては依然として残る。�
　ここで筆者が大きな示唆を得た本が、戦前中国で出版
された周世勳編・朱順麟撮影『上海市大観』（上海、文華
美術図書公司、1933年）である。同書は、租界を含む上
海市全体を、交通（鉄道、路面電車、船舶、バス、タク
シー）、商業（百貨店、レストラン、茶館、化粧品売り場、
お菓子屋）、娯楽（ホテル、ダンス・ホール、映画館、競
馬場）などに分け関連施設の写真を掲載するほか、各営
業品目の内容にまでふれている。�
　筆者は、同書の斬新な構成を現在のCOEプログラムに
応用できる可能性として「産業遺跡」の存在に注目して
いる。人間活動の営みは個人や国家というレベルで自分
史や一国史として集約されるほか、各種の産業部門にも
蓄積され、その資料が「社史」として文字化される他、
工場や設備などが産業遺跡、または景観として現存する
場合が多く、今後の歴史研究においてさまざまに応用で
きるのではないかと考えられるからである。�
　中国でもこれらの産業遺跡が注目され、薛順生他編『老
上海工業旧跡遺跡』（上海、同済大学出版社、2004年）は、
都市上海の発展を支えた租界の公共事業（ガス、水道、
電気等）と紡績、製薬、煙草、造船、印刷業などの代表
的な産業建築が戦前から戦後をへて、いま現在、どのよ
うに継承されているのかについて述べている。�
　租界の産業遺跡という視点を歴史学分野でどのように
非文字資料研究と組み合わせながら体系化するのかは、
今後の課題であるが、ここでは紡績産業を取り上げる場
合の作業仮説を紹介し、どのような成果が期待されるの
かについてふれる。�
　例えば、戦前の上海は日本の労働集約型の「在華紡」
（第一次大戦以降、中国各地に設立された紡績工場の総
称）の一大拠点であったが、前掲の薛順生『老上海工業
旧跡遺跡』が1921年に大阪の東洋紡績株式会社の上海工
場として始まった「裕豊紡績株式会社」の沿革について
ふれている。�
　それによれば、同工場は1921年の操業開始以降、1936
年には「裕豊紡績株式会社」に名称を代え、1946年には
中国紡績建設公司第十七棉紡績廠として運営され、1949
年の中華人民共和国成立後には上海第十七棉紡績廠に改
称された。また、1966年の文化大革命期間中には工場は
労働者の革命基地と化し操業がほぼ停止したが、1980年
代から工場の管理体制が整えられ、1981年には企業管理
部門の優秀賞を獲得し、1992年には「龍興株式会社」と
して新たな出発を始めたという。�
　この概要説明を眺めるだけで、この紡績工場の歴史そ
のものが日中関係史や中国近現代史と深い関連があるこ
とは容易に推測できる。この紡績工場だけではなく、上
海にはいま現在にも多くの在華紡の産業遺跡が現存して
おり、筆者はその中で、内外綿、豊田紡績、上海紡績株
式会社、公大紗廠などの工場跡地を直接見学する機会に
恵まれた。これらの紡績会社は、多くの場合会社の「社
史」を残しており、例えば『内外綿株式会社　五十年史』
は豊富な関連資料を残している。また、『駕長風』（上海
紡績株式会社、1933年）は、工場内部の作業写真は勿論、
社員の家族写真までをも掲載している。�
　これら紡績会社関連の資料を組み合わせ、戦前の在華
紡の経済的な側面は勿論、工場の歴史的な変遷や工場跡
地の周辺が現在どのような環境と景観として残り、再開
発されているのかなど、人間活動の営みの一端を産業と
いう分野から体系化するきっかけを掴むことができるの
ではなかろうか。まだ多くの課題はあるものの、中国に
おける租界と産業遺跡に関連する資料が整理でき次第、
データベースとして公開していきたい。�
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大里浩秋・孫安石編『中国における日本租界』（御
茶の水書房、2006年）所収の論文を参照。�
周世勳編・朱順麟撮影『上海市大観』（上海、文華美術
図書公司、1933年）は、愛知大学・三好章教授の紹介
で霞山文庫所蔵本を用いることができた。�
『駕長風』（上海紡績株式会社、1933年）は甫喜山精次
さんから提供していただいた。�
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